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背景と利用目的：   

Mgを含むフェロシリ合金につきまして、合金内の MgO酸化物量を定量分析する分析方法

が確立されていなかった。分析方法を発見および確立したく、組織上の Mg周辺の構造状態

を知るためにトライアルユースを活用させていただきました。 

 

実験・解析方法： 

「上記利用施設」による合金切断面の原子周辺の構造状態を知るためのナロースペクト

ルの測定(情報取得)。 

(測定元素名：Mg,Si,Fe、測定内容（原子周辺構造の情報取得、倍率 1000倍） 

 

成果の概要：   

定量分析をしたい MgOの構造状態が存在しない結果を得ました。Mg-Si-O、Mg-Si構造の

構造状態が多いことが判明しました。結果を受けまして、MgO定量分析方法について他アプ

ローチ方法の見直しを現在進めております。(現状アプローチ方法では MgO定量の達成困難

ということが今測定によって明らかになったことが成果となりました。) 

 

社会、経済への波及効果の見通し：  

今回の測定によりまして、MgO定量測定につきまして別方法により、実測の検討を探るこ

ととなりました。残念ながら社会経済への波及に至る案件となりえませんでしたが、今回

の失敗が、達成するための方向を再度示してくれた、と信じ、研究に邁進させていただく

覚悟でございます。 
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